
【【神神神話話話】】 ナルナルキッキッソスに真真に欠に けているる知知とととははは、、 単にに眼の眼 前の人物物がが自らのらの鏡像鏡像であるこることがとがわかわかかかからなららなななない、 といという個個別特特別特殊殊

な意意味に味に味におけおける認る 知知のの欠欠落ではない。 彼はそそもそそも｢｢も 実物実物実 ｣と｣ はは別別物で物であるあ 「模像」といというものをを知ら知らないない。 同。 同。 同同同同同様様様様に様に様 彼は彼 、水水面面に面に偶偶偶々々

現れ現れたのたのが幻幻であるることがわからないだけでけではなはないい。。 彼は彼はそももそそも｢実実体｣体 ではない 「幻「幻像」」像 といというものののをのをを知ら知ら知ら知ら知知知知らないない。 要要すすするるに彼彼彼彼ががが

知ら知らないないのはのは、、「「実物物実 ／模像」 の区区別別、そしそしてて 「実実実実体体／幻／幻像」」 の区区別で別 あるある。。 しかし、そのよのよよようなななう 区別区別別別別別を前を前前前前前前提提提提提提提と提 しないい知ののの彼彼彼岸岸ににに、、

いわいわわば彼ば彼彼ば彼岸岸の岸のの知を知をを知を知 想定想定定想定すするることことが可が可可可能で能で能 あろあろう。 影影影影なき者者が存存在しないないよようにに、 自らと不可分分分なな分な分な 身と身とととというい 、 背理とも思も思わわわれれれるもるももののの

が、がが このこののこ 知知の知のよりより深い深い深いい深 内実内実内内実実をなをななをなす。す。 ナルナルナ キッキッソスははこここは れれをれを知ったた者、 ああるいるいはは知る前にこれとと出会出会会っててってててしまし ったった者で者 ありり、 彼彼彼をこここを のの

出会出会いへいへとと誘ったたのはは、 エ、 エ、、 エココーーであでああるる。 エエコーのの返返返す返すす言葉言葉言 、 すす、 なわちち木木霊霊霊ととは、 分身身と出と出会う会うここととへへへとと誘誘惑する声声のこととととであでああるるるる。

【1800】 モーツァァルトルル の『『『魔笛魔笛』』はは、分分身殺殺害の物物語語であである。る。父権父権権的表表的 象権象権象 力（力（ザザララストストロロ）とと、そそれれががががが排が排除し除 た分分身（夜夜夜のののの女女女女女王王王））

の間で引き裂かれているるパる ミミーーナの模模像像 （肖（肖像）像） と出と出会会っったタたタミミミーノははノ 、 一旦旦はは彼彼女女を分を分身のの側側に取り取取りりり戻そ戻 うとするするが、が、 翻意翻意翻意翻意意しし、

むしむしろ彼彼女とともに自らをを実像像 （＝（ 表表象権力権力の積の積極的極的的担い担い担い手手）） とすとするたるためのめのめ 試練試練試 を引引を き受け、 ここれれに成に成に成功す功する。 またた、 ややややはははりりりり夜

の女の女王のの従僕でありながららタミミーノーノと行と行動と動と動 共に共にし、し 挙句挙句句実実像実像ととなる機機会を会を奪奪わわ奪 れたれたたパパパパゲーゲーノは、 パパパパゲーナとのの平民平民的的的婚的婚的婚姻姻姻姻にに

よって、 模像像を再を 生産するることこ に終始始する生生る 活に活にに、、 自自らもらもらも模模像像像 （＝（＝表象象権権力力の消の消極的極的的担い担い担い担 手）手）手） としとししてのてのてののての幸福幸福を見を見出す出す。。 劇劇劇のののの物物

語に先立つ簒簒奪に奪によっよ て、 権力の分分身のの身の地位地位にに甘んじじていていいた夜た夜夜のの女王王は、 ここれにれに飽き飽き足ら足ら足 ず、ず、 実像実像実像としとししししてのての回復回復復を自を ら勝ら勝勝勝勝勝ちちち取取取ろろ

うとうとしし、 これこれに失に失敗すするる。 この破滅滅にによってって最終最終最終的に的にに 「分分「分身」身」身 は姿は姿は を消をを消す。す ロマロマン主ン 義義ににおけおけけける 「「ドッドッペペルゲゲゲンゲンンンガーガーガーガ

DoDoppp elgängnger」モティィーフーフ（ホホフマフマン、ン、クラクライスイススト）ト）の頻の頻頻出は出はは、分身が身が敵対対敵 者表表者 象へへ象へとと貧貧と 困化困化していったこたこた ととををををと 意味意味すするる。。【【【【1119990000】 
ヴァルタターー･ベンベンヤミヤ ンのの物語物語論の論の根幹根幹にはは分身身分 論論ががががああるある。｢。 物語語るひるひと｣、 「「ベルルベ リンリンンリ のの幼年期年期」 においおいててて読て読みみ取取れれれるるのはのはは、 実、 実物

／模像、 実実体体／幻／幻像とと像 いう表象表象論的論的的区別別別別にははには馴染馴染馴染ままずまず、、 そそこかこかこ ら排排ら排斥さ斥されてしましまったたっ 分分身身の地位回復の復ののの試み試 でもでもあああるる。 決決してして出出

会われるこことのないい分身身と身との緊の緊張関関張 係係が係が、 ベベベンヤヤミンの物物語語論論を叙を叙を叙叙事詩詩詩事詩事 的的理理的 性のの性 単な単な単 る没る没る没落史落史落史観か観から隔ら隔隔てててていいるいるるののだといえるえる。

【【220000】】 極めて親て親親ししいし 人物人物を、 そのその悪悪意意意あるある 「ななりすすすまましし」 でで」 であるあるあるとと思と思思いい込込んんでしまうカうカプグプグプ ラ Cラ aapggrass 症症症候候候症 群群は、 同同一性一性

誤認認に属すするる一ケースででああるとるとる されされ、、 歴史史的ににに見見見ればばれば技術技術的複的的複複製可製可能能性能性のの増大に大に条件づけけらられたたもものととのとも考考も考ええらられれるれるるれ が、が、 このこの病

には広範範に及に及ぶ意ぶ意味味作用の可能可能性が性がああるる。 そそれれはれは、 ここれがれが文字文字通通り 「分身」身」 に関わる病だだからか である。る 2000606 年のの年の小小説小説説説小 ”T”TThehehe

Echoo Makker” に” におおいてカプグプグラをを主題としとしていいるアアメリメリカのの小説小説家リチャード･パパワーズと、 同じくじく分身分身身的な的なものものの繰の繰り返り さされれれれる介る介る介介介入入

から小説説説世界を構築す築するるポポールール･オオーースターの近の近年年の作品作品群 （群 ”Oraclle e Nighght”t 、 ”、 ”MaM n in thee  Dark” 他） をももとにとに、 22000 00 年年

（2200001 年年1 ？）？） 以降以降におにおけけるる分身分身論の回帰の （政治政 的）的） 意味意味を考を ええてみたたい。い。
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